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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｕ
Ｖ
－
Ｌ
Ｕ
Ｖ
 

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
５
（
改
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
７
７
Ｐ

【
作
者
名
】

　
ポ
ン
ポ
コ
狸

【
あ
ら
す
じ
】

　
Ｍ
Ｕ
Ｖ
－
Ｌ
Ｕ
Ｖ
 

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
に
、
宇
宙
移
民
に
忌
避
感

を
持
た
な
い
人
間
が
来
訪
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

　
本
来
有
り
得
た
か
も
知
れ
な
い
道
を
外
れ
た
、
未
来
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　
突
然
で
す
が
、
転
生
し
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
複
数
回
も
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
の
世
界
を
彷
徨
っ
て
い
ま
す
。

　　
そ
れ
も
、
リ
ア
ル
系
の
物
ば
か
り
。
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要
す
る
に
、
シ
リ
ア
ス
１
０
０
％
・
御
都
合
主
義
絶
無
・
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

無
し
・
超
現
実
主
義
の
、
人
と
人
の
殺
し
合
い
の
人
生
の
連
続
で
す
。

　
何
が
原
因
で
、
こ
ん
な
事
に
成
っ
た
の
か
な
？

　　
積
重
な
っ
て
行
く
の
は
、
知
識
と
経
験
・
記
憶
と
思
い
出
・
後
悔
と
絶
望
、
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そ
し
て
人
を
殺
し
続
け
て
真
っ
赤
を
通
り
越
し
て
ド
ス
黒
く
染
ま
っ
た
手
。

　　
夢
な
ら
覚
め
て
く
れ
と
何
度
思
っ
た
こ
と
か
・
・
・
。
　

　　
記
憶
に
残
っ
て
い
る
最
初
の
人
生
は
、
何
処
に
で
も
居
る
で
あ
ろ
う
極
々
平

凡
な
大
学
生
で
し
た
。

　　
大
学
４
年
で
卒
業
単
位
習
得
済
み
・
就
職
内
定
済
み
・
卒
業
研
究
発
表
を
残

す
の
み
と
成
っ
た
、
暇
な
時
間
が
大
い
に
存
在
す
る
何
処
に
で
も
居
る
大
学
生

で
す
。

　
ま
あ
暇
な
時
間
を
、
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
の
マ
ラ
ソ
ン
鑑
賞
で
潰
す
程

度
に
は
オ
タ
ク
で
し
た
が
。

　
転
機
を
迎
え
た
の
は
、
卒
研
発
表
の
前
日
で
す
。

　
明
日
が
発
表
と
言
う
事
も
有
り
、
気
分
転
換
が
て
ら
に
愛
車
で
近
く
の
山
間

部
を
昼
間
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
４
年
で
走
り
慣
れ
た
道
を
、
何
時
も
の
様
に
何
時
も
通
り
に
走
行
し
て
。

　
異
変
が
起
き
た
の
は
、
谷
沿
い
の
５
連
続
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
半
分
を
過
ぎ

た
と
こ
ろ
で
す
。
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ど
っ
か
の
馬
鹿
が
、
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
の
様
な
速
度
で
道
幅
一
杯
に
ド
リ
フ

ト
し
な
が
ら
突
っ
込
ん
で
来
ま
し
た
。
　
　

　　
衝
突
回
避
の
為
に
、
咄
嗟
に
互
い
が
反
対
方
向
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
正
面

衝
突
は
回
避
し
ま
し
た
。

　
そ
の
代
わ
り
、
ク
ル
マ
ご
と
谷
底
に
向
か
っ
て
ダ
イ
ブ
し
ま
し
た
け
ど
。
　

　
ア
ン
ニ
ャ
ろ
う
が
、
今
度
有
っ
た
ら
戦
場
仕
込
み
の
拷
問
術
を
フ
ル
コ
ー
ス

で
喰
ら
わ
せ
て
や
る
。

　　
ま
ぁ
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
そ
れ
以
降
は
色
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
の
世
界

を
旅
し
て
い
ま
す
。

　
大
概
が
裏
方
の
裏
方
、
俗
に
言
う
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
ス
専
門
で
。

　
何
故
か
、
原
作
主
役
組
み
と
は
滅
多
に
顔
合
わ
せ
し
た
事
無
い
け
ど
ね
。
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因
み
に
前
回
の
世
界
は
、
マ
ク
ロ
ス
Ｆ
。

　
グ
レ
ー
ス
女
史
の
元
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
に
乗
っ
て
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
側
に
付
き
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
勢
に
攻
撃
を
加
え
て
い
ま
し
た
。

　　
サ
イ
ボ
ー
グ
体
は
初
め
て
で
し
た
け
ど
、
高
性
能
か
つ
便
利
な
反
面
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
偉
く
大
変
で
し
た
。

　　
そ
う
そ
う
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
工
作
員
と
し
て
の
腕
は
今
ま
で
の
技
術
や
経
験

が
あ
る
の
で
超
一
流
で
し
た
よ
。

　
お
陰
で
、
捨
て
駒
に
は
成
ら
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
一
緒
に
ガ
リ
ア
４
に
来
い
と
か
言
わ
れ
た
時
は
・
・
・
終
わ
っ
た
・
・
・
と

か
思
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ
。
　

　
最
終
決
戦
の
時
は
バ
ジ
ュ
ラ
ク
イ
ー
ン
と
合
体
し
た
、
グ
レ
ー
ス
女
史
の
護

衛
に
回
り
ま
し
た
。

　
　
　

　
結
果
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
っ
ち
の
負
け
。

　
原
作
で
、
ア
ル
ト
中
尉
と
ブ
レ
ラ
少
佐
が
コ
ン
ビ
で
突
撃
し
て
無
双
す
る
シ

ー
ン
が
有
り
ま
し
た
よ
ね
？

　
あ
の
中
の
一
機
が
、
自
分
で
す
。

　　
ま
ぁ
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
マ
ク
ロ
ス
Ｆ
世
界
を
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
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ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
筈
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
「
何
で
ま
だ
、
サ
イ
ボ
ー
グ
体
で
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
に
乗
っ
て
る
の
か
な
自
分

？
」

　
し
か
も
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
用
試
作
デ
ス
ト
ロ
イ
ド
パ
ッ
ク
・
対
艦
用
大
型
反
応

弾
・
大
型
フ
ォ
ー
ル
ド
爆
弾
・
ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ル
ド
ブ
ー
ス
タ
ー
。

　　
何
、
こ
の
超
重
装
備
。

　
星
で
も
消
滅
さ
せ
る
気
か
？

　
マ
ジ
で
出
来
る
ぞ
。

　
「
そ
れ
に
、
個
々
何
処
の
世
界
だ
よ
。
　
マ
ク
ロ
ス
世
界
な
訳
無
い
よ
な
？

　
あ
そ
こ
に
見
え
る
地
球
っ
ぽ
い
惑
星
は
、
無
防
備
過
ぎ
る
し
な
」

　
　

　
そ
れ
に
今
ま
で
の
転
生
は
、
赤
ん
坊
の
段
階
か
ら
始
ま
っ
て
、
前
の
世
界
の

身
体
や
装
備
の
引
き
継
ぎ
は
一
切
無
し
が
デ
フ
ォ
ル
ト
だ
っ
た
の
に
。
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・
・
・
マ
ジ
、
ど
う
言
う
事
な
ん
よ
？
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第
一
話
　
こ
の
先
ど
う
し
よ
う
？
（
前
書
き
）

お
久
し
ぶ
り
で
す
。

リ
ア
ル
が
忙
し
く
、
執
筆
に
時
間
が
取
れ
な
い
時
期
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

不
定
期
更
新
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
完
結
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
改
め

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
期
間
放
置
し
て
い
た
の
で
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
以
外
は
改
定
し
て
進
め
よ
う
と
思

い
ま
す
。

基
本
方
針
は
変
え
な
い
つ
も
り
で
す
。
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第
一
話
　
こ
の
先
ど
う
し
よ
う
？

　　　　　　　
取
り
合
え
ず
、
地
球
の
周
り
を
ス
テ
ル
ス
モ
ー
ド
で
周
回
し
つ
つ
地
表
及
び

太
陽
系
内
を
索
敵
し
て
い
る
と
、
と
あ
る
事
実
が
判
明
。

　
何
か
、
気
色
の
悪
い
生
物
が
集
団
で
地
表
を
走
破
し
な
が
ら
、
デ
ス
ト
ロ
イ

ド
っ
ぽ
い
人
型
兵
器
と
戦
闘
を
し
て
い
ま
し
た
。

　　　
「
・
・
・
こ
こ
・
・
・
Ｍ
ｕ
ｖ
－
Ｌ
ｕ
ｖ
・
・
・
か
な
？
」

　　　
つ
い
、
口
か
ら
ポ
ロ
リ
と
声
が
漏
れ
ま
し
た
。

　
い
や
、
ま
ぁ
、
あ
れ
で
す
よ
？

　
人
間
同
士
が
表
立
っ
て
戦
争
し
て
る
所
よ
り
は
マ
シ
で
す
け
ど
、
何
で
双
方

殲
滅
戦
を
展
開
し
て
い
る
世
界
な
の
か
な
？

　
あ
れ
で
す
か
、
見
え
な
い
何
か
に
嫌
わ
れ
て
る
ん
で
す
か
ね
、
俺
？

　
特
に
悪
い
事
を
し
た
覚
え
は
・
・
・
・
う
ん
、
何
で
も
無
い
で
す
よ
？
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あ
れ
は
仕
事
で
し
た
こ
と
で
す
し
、
あ
っ
ち
は
勅
命
で
し
た
し
・
・
・
。

　　　
「
取
り
合
え
ず
、
こ
の
先
ど
う
す
っ
か
な
・
・
・
？
」

　　　
進
入
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
調
べ
た
結
果
、
今
は
１
９
８
０
年
１
月
だ
そ
う

だ
。

　
ま
あ
、
時
系
列
が
分
か
っ
た
所
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
な
ん
だ
が
。

　
Ｍ
ｕ
ｖ
－
Ｌ
ｕ
ｖ
の
大
筋
は
何
と
無
く
覚
え
て
い
る
が
、
詳
細
は
忘
れ
て
し

ま
っ
た
し
ね
。

　
た
し
か
、
２
０
０
０
年
前
後
が
本
編
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い

る
。

　　　
「
地
球
の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
を
殲
滅
す
る
だ
け
な
ら
、
特
に
難
し
い
事
は
無
い
と
思

う
ん
だ
け
ど
地
球
に
穴
が
開
く
か
な
？
」

　　　
マ
イ
ク
ロ
ミ
サ
イ
ル
型
小
型
反
応
弾
が
１
０
０
発
以
上
、
対
艦
大
型
反
応
弾

が
２
発
、
Ｄ
Ｅ
弾
が
２
発
、
地
球
ご
と
殲
滅
す
る
事
も
出
来
る
火
力
だ
。

デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン
・
イ
ー
タ
ー

　
Ｈ
１
（
ハ
イ
ブ
１
）
以
外
を
潰
し
た
後
に
、
集
結
し
た
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
を
纏
め
て

Ｄ
Ｅ
弾
で
消
し
飛
ば
せ
ば
大
丈
夫
か
な
と
思
う
の
だ
が
、
確
実
に
地
球
に
穴
が

開
く
・
・
・
と
言
う
か
、
地
球
が
抉
れ
る
。

　
機
体
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｅ
弾
の
効
果
範
囲
は
約
１
０
０
０
０
Ｋ
ｍ
、
ガ

リ
ア
４
で
グ
レ
ー
ス
女
史
が
使
用
し
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
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「
そ
れ
に
、
こ
の
体
の
維
持
も
考
え
な
い
と
」

　　　
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
技
術
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
こ
の
身
体
は
、
定
期
的
に
専
門
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
け
な
け
れ
ば
、
フ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
の
は

極
め
て
困
難
。

　
基
本
的
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
ボ
デ
ィ
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
な
の
だ
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
も
民
生
品
を
極
一
般
的
な
使
用
範
囲
内
で
使
用
し
て
の
事
だ
。

　
戦
闘
目
的
の
機
装
強
化
兵
で
は
、
各
部
パ
ー
ツ
の
設
計
耐
久
限
界
を
超
え
る

事
例
が
間
々
あ
る
為
、
一
戦
後
毎
に
は
精
密
測
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
上
、
自
身
の
身
体
を
構
成
し
て
い
る
パ
ー
ツ
群
は
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
の

性
能
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
為
に
フ
ォ
ー
ル
ド
ク
ォ
ー
ツ
系
物
質
が
使
用
さ
れ
強

化
し
た
特
別
製
。

　
こ
の
時
代
の
技
術
力
で
は
、
交
換
部
品
の
再
生
産
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　　　
「
や
っ
ぱ
り
、
こ
の
世
界
で
も
結
局
は
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
ス
か
」

　　　
ま
と
も
な
方
法
で
は
、
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
事
は
不
可
能
だ
ろ
う
。

　
な
ら
ば
、
ま
と
も
で
な
い
方
法
で
、
生
き
抜
く
し
か
な
い
。

　
幸
か
不
幸
か
、
こ
の
世
界
は
地
球
外
起
源
生
物
と
戦
争
状
態
に
あ
り
、
人
類

側
は
押
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
、
こ
の
敵
性
地
球
外
起
源
生
物
は
、
ゼ
ン
ト
ラ
ー
デ
ィ
ー
軍
や
バ
ジ
ュ
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ラ
程
の
圧
倒
的
な
戦
力
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
そ
の
上
、
地
球
人
類
側
の
勢
力
に
統
一
勢
力
は
無
く
、
個
別
の
勢
力
が
内
ゲ

バ
で
対
立
し
て
い
る
と
言
う
有
様
。

　　　
「
付
け
込
む
隙
は
幾
ら
で
も
あ
る
な
・
・
・
」

　　
　

　
ど
こ
か
の
勢
力
に
肩
入
れ
し
、
自
身
の
持
つ
技
術
を
部
分
開
放
す
る
。

　
自
身
の
持
つ
技
術
群
は
、
此
処
の
地
球
を
襲
っ
て
い
る
地
球
外
起
源
生
物
と

は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
強
大
な
敵
と
戦
っ
て
培
わ
れ
て
来
た
物
。

　
再
現
性
の
難
し
く
な
い
技
術
で
も
、
十
分
に
強
力
な
物
を
作
る
事
は
可
能
に

な
る
。

　　　
「
放
出
す
る
技
術
レ
ベ
ル
を
調
整
す
れ
ば
、
戦
争
を
長
引
か
せ
る
事
も
可
能

だ
な
」

　　　
又
、
戦
争
は
技
術
発
展
を
加
速
さ
せ
る
。

　
更
に
戦
争
、
特
に
双
方
共
に
殲
滅
戦
と
は
人
的
資
源
を
極
端
に
消
費
す
る
。

　
そ
う
な
る
と
、
戦
闘
に
よ
り
身
体
損
傷
で
優
秀
な
兵
士
が
戦
線
離
脱
す
る
事

は
、
大
い
に
忌
避
す
べ
き
事
態
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
に
、
本
物
と
同
等
或
い
は
そ
れ
以
上
の
性
能
を
持
っ
た
義
肢
や
人
工
臓

器
が
製
造
出
来
る
様
に
な
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？

　
お
そ
ら
く
、
民
需
軍
需
問
わ
ず
に
需
要
は
発
生
す
る
だ
ろ
う
。



16

　
技
術
の
発
展
は
人
が
必
要
と
望
む
か
ら
こ
そ
、
発
展
す
る
も
の
だ
か
ら
。

　
時
間
は
掛
か
れ
ど
、
い
ず
れ
は
自
身
の
欲
す
る
部
品
も
製
造
可
能
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
そ
う
す
る
為
に
も
、
既
存
の
擬
態
技
術
の
方
向
性
が
自
身
の
身
体
に
使
わ
れ

て
い
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
技
術
に
辿
り
着
く
様
に
、
基
礎
技
術
理
論
を
公
表
し
誘

導
す
る
必
要
は
あ
る
。

　　　
「
あ
と
は
、
何
処
の
勢
力
に
肩
入
れ
す
る
か
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
ま
、
言
う

ま
で
も
無
い
か
」

　　　
提
供
す
る
技
術
を
最
低
限
“
使
え
る
レ
ベ
ル
”
に
持
っ
て
い
け
る
勢
力
。

　
提
供
す
る
技
術
を
“
大
量
に
量
産
出
来
る
”
勢
力
。

　
提
供
す
る
技
術
を
“
合
理
的
に
使
え
る
”
勢
力
。

　
詰
ま
る
所
、
そ
れ
ら
の
条
件
に
合
致
す
る
勢
力
は
・
・
・
。

　　　
「
・
・
・
ア
メ
リ
カ
だ
け
だ
な
」
　

　　　
領
土
を
侵
略
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
定
水
準
以
上
の
技
術
力
を
持
ち
、
感
情
論

よ
り
合
理
性
を
優
先
さ
せ
る
国
柄
。

　
両
者
の
利
益
を
追
求
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
、
合
格
ラ
イ
ン
に
あ
る
。
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「
取
り
合
え
ず
・
・
・
　
・
・
・
生
き
抜
く
事
を
最
優
先
で
頑
張
り
ま
す
か
」
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第
二
話
　
隠
れ
ん
坊
は
得
意
か
な
？
（
前
書
き
）

お
久
し
ぶ
り
で
す
。

短
い
で
す
が
、
第
二
話
投
稿
で
す
。
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第
二
話
　
隠
れ
ん
坊
は
得
意
か
な
？

　　　　　　
取
り
合
え
ず
こ
の
先
の
基
本
方
針
が
決
ま
り
、
地
球
に
下
り
よ
う
と
思
う
の

だ
が
・
・
・
。

　
一
つ
問
題
が
発
生
し
た
。

　　
「
・
・
・
ど
う
や
っ
て
地
球
に
降
り
よ
う
？
」

　　　　
マ
ク
ロ
ス
世
界
の
地
球
に
比
べ
た
ら
貧
弱
極
ま
り
な
い
防
衛
ラ
イ
ン
だ
が
、

こ
の
地
球
に
も
宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
物
体
を
補
足
迎
撃
す
る
防
衛
網
が
張
ら
れ

て
い
る
。

　
尤
も
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
テ
ル
ス
（
Ａ
Ｓ
）
や
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
ス
テ
ル
ス
（
Ｖ
Ｓ
）
を
使
用
す
れ
ば
、
光
学
的
・
電
子
的
に
姿
を
消
せ
る

が
、
流
石
に
大
気
圏
突
入
時
に
は
偽
装
も
荒
く
な
り
完
璧
に
誤
魔
化
す
事
は
難

し
い
。

　
ま
ず
大
丈
夫
だ
と
思
う
が
、
不
安
材
料
は
極
力
排
除
し
た
い
。
　

　　　　
「
現
状
選
択
で
き
る
、
突
入
方
法
は
３
つ
か
な
？
」
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１
：
フ
ァ
イ
タ
ー
形
態
で
大
気
圏
突
入
。

　
２
：
ガ
ウ
ォ
ー
ク
形
態
で
逆
噴
射
減
速
を
し
つ
つ
大
気
圏
突
入
。

　
３
：
フ
ォ
ー
ル
ド
ブ
ー
ス
タ
ー
を
使
用
し
て
、
大
気
圏
内
へ
直
接
フ
ォ
ー
ル

ド
。

　　
こ
の
３
つ
が
、
現
状
で
の
選
択
肢
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
、
利
点
と
欠
点
は
。

　　
利
点

　
１
：
突
入
時
間
の
短
縮
。

　
２
：
突
入
時
の
大
気
摩
擦
が
発
生
せ
ず
、
隠
匿
性
が
高
い
。

　
３
：
直
接
大
気
圏
内
へ
進
入
す
る
為
、
大
気
圏
突
入
プ
ロ
セ
ス
事
態
が
発
生

し
な
い
。

　　
欠
点

　
１
：
高
速
で
大
気
圏
突
入
す
る
為
、
断
熱
空
気
圧
縮
に
よ
る
空
気
加
熱
で
、

大
気
が
プ
ラ
ズ
マ
化
し
機
体
周
囲
が
明
る
く
輝
い
て
し
ま
い
、
Ａ
Ｃ
・
Ｖ
Ｓ
を

使
用
し
て
も
隠
匿
性
が
極
端
に
低
下
す
る
。

　
２
：
減
速
に
長
い
時
間
か
か
り
、
大
気
圏
上
層
を
長
距
離
移
動
す
る
の
で
、

相
手
の
索
敵
能
力
次
第
で
は
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
３
：
フ
ー
ル
ド
ブ
ー
ス
タ
ー
の
使
用
限
度
回
数
が
減
る
。

　　
考
査

　
１
：
最
悪
、
大
気
圏
突
入
中
に
不
審
落
下
物
と
し
て
攻
撃
衛
星
の
核
弾
頭
に

よ
っ
て
迎
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
２
：
現
地
球
側
の
索
敵
能
力
を
考
慮
す
る
と
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
が
捕
捉
さ
れ

る
可
能
性
は
ほ
ぼ
０
。

　
３
：
手
持
ち
の
切
り
札
の
一
枚
を
劣
化
さ
せ
る
必
要
性
は
な
い
。
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結
論
と
し
て
は
・
・
・
。

　　　　
「
ガ
ウ
ォ
ー
ク
形
態
で
、
Ａ
Ｓ
・
Ｖ
Ｓ
を
併
用
し
つ
つ
降
下
す
る
の
が
ベ
ス

ト
か
な
？
」
　

　　　　
あ
と
は
、
突
入
コ
ー
ス
の
選
定
。

　
ハ
イ
ブ
周
辺
を
避
け
つ
つ
、
人
目
が
あ
ま
り
無
い
場
所
・
・
・
。

　　　　
「
南
極
圏
に
降
下
し
て
、
北
上
す
る
か
」

　　　　
不
幸
中
の
幸
い
に
も
今
の
人
類
の
目
は
、
月
や
火
星
等
の
外
宇
宙
・
地
表
・

地
下
に
集
中
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
新
た
な
着
陸
ユ
ニ
ッ
ト
の
襲
来
や
新
規
ハ
イ
ブ
建
造
や
地
中
侵
攻

の
警
戒
に
力
を
入
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
種
が
登
場
し
た
事
に
よ
り
航
空
攻
撃
が
不
可
能
に
成
っ
た

事
も
大
き
く
響
い
て
い
る
。

　　
そ
し
て
降
下
予
定
地
点
の
、
南
極
圏
は
い
ま
だ
本
格
的
な
調
査
や
開
発
が
行

わ
れ
て
い
な
い
事
も
大
き
い
。

　
一
年
中
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
吹
き
荒
れ
る
気
候
も
好
都
合
で
あ
る
。

　
万
一
降
下
の
足
跡
を
捕
捉
さ
れ
て
も
、
現
地
調
査
は
ほ
ぼ
不
可
能
か
つ
痕
跡
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も
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
全
て
を
覆
い
隠
し
て
く
れ
る
。

　
通
常
の
航
空
機
で
は
飛
行
不
可
能
な
天
候
で
あ
っ
て
も
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
に

は
些
か
の
問
題
に
も
成
り
得
な
い
。
　

　　　　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
降
下
す
る
前
に
外
装
パ
ー
ツ
と
フ
ォ
ー
ル
ド
ブ
ー
ス
タ
ー

を
隠
し
て
お
く
か
な
」

　　　　
流
石
に
地
表
で
の
拠
点
を
確
保
し
て
い
な
い
状
態
で
、
反
応
弾
や
Ｆ
Ｂ
を
持

ち
込
む
の
は
危
険
だ
と
判
断
し
、
静
止
衛
星
軌
道
上
を
周
回
し
て
い
る
手
頃
な

小
惑
星
を
見
繕
い
パ
ー
ツ
を
隠
し
た
。

　
降
下
自
体
は
フ
ル
装
備
で
も
可
能
な
の
だ
が
、
装
備
品
の
管
理
が
難
し
い
。

　
万
一
暴
発
で
も
し
た
ら
、
目
も
当
て
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る
。

　　
　

　　
「
降
下
準
備
完
了
。
　
周
辺
宙
域
ク
リ
ア
。
　
Ａ
Ｓ
・
Ｖ
Ｓ
正
常
作
動
。
　

降
下
軌
道
ク
リ
ア
。
　
・
・
・
降
下
開
始
」

　　　　
ガ
ウ
ォ
ー
ク
形
態
に
可
変
し
、
大
気
圏
降
下
を
開
始
し
た
。

　
減
速
は
予
定
通
り
に
巧
く
い
き
、
大
気
の
プ
ラ
ズ
マ
化
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
ま
ま
順
調
に
行
け
ば
、
あ
と
数
分
で
降
下
を
完
了
す
る
だ
ろ
う
。
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「
あ
っ
・
・
・
南
極
っ
て
事
は
、
ペ
ン
ギ
ン
見
れ
る
か
な
？
」
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第
三
話
　
何
事
も
土
台
が
重
要
（
前
書
き
）

　
前
回
か
ら
大
分
遅
れ
て
申
し
訳
な
い
。

　
気
分
転
換
に
、
“
未
来
人
の
異
世
界
漫
遊
記
ｉ
ｎ
Ｉ
Ｓ
”
と
言
う
作
品
を
書

き
始
め
ま
し
た
。

　
其
方
の
方
も
ど
う
ぞ
見
て
見
て
下
さ
い
。
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第
三
話
　
何
事
も
土
台
が
重
要

　　
　

　
　

　
無
事
、
地
球
各
勢
力
に
見
つ
か
る
事
無
く
大
気
圏
降
下
に
成
功
。
　

　
降
下
地
点
は
予
想
通
り
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
。

　
視
界
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。

　
こ
の
状
況
で
は
、
通
常
の
航
空
機
で
は
何
処
を
飛
行
し
て
い
る
の
か
分
か
ら

ず
に
墜
落
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
な
ら
ほ
と
ん
ど
問
題
に
は
成
ら
な
い
。

　
衛
星
軌
道
上
に
隠
し
た
大
型
複
合
セ
ン
サ
ー
ア
ン
テ
ナ
パ
ー
ツ
と
の
デ
ー
タ

リ
ン
ク
に
よ
り
、
現
在
位
置
等
の
情
報
は
得
て
い
る
の
で
特
に
問
題
は
無
い
。

　　　
暫
く
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
中
を
飛
行
す
る
と
、
南
極
大
陸
を
抜
け
南
太
平
洋
上
に

到
達
。

　　　
久
し
ぶ
り
に
見
る
、
有
人
惑
星
の
海
。

　
人
工
物
で
な
い
本
物
の
海
。

　
見
渡
す
限
り
の
青
い
海
。

　　　
何
万
光
年
と
旅
を
す
る
宇
宙
移
民
に
と
っ
て
、
こ
の
海
が
い
か
に
貴
重
な
物

か
は
実
感
と
し
て
知
っ
て
い
る
。
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そ
れ
だ
け
に
残
念
に
思
う
。

　
簡
易
計
測
の
結
果
、
大
気
中
の
放
射
能
物
質
含
有
量
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
残

る
星
間
戦
争
前
の
マ
ク
ロ
ス
世
界
の
地
球
（
以
降
Ｍ
地
球
）
に
比
べ
て
、
か
な

り
高
レ
ベ
ル
で
検
出
で
き
た
。

　
即
座
に
ど
う
に
か
成
る
と
言
う
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
生

態
系
に
か
な
り
の
影
響
が
出
る
。

　
一
度
完
全
に
生
態
系
が
全
滅
し
た
Ｍ
地
球
を
知
る
身
と
し
て
は
、
残
念
極
ま

り
な
い
。

　　　　
「
ま
ぁ
・
・
・
今
の
段
階
な
ら
ま
だ
、
手
の
う
ち
よ
う
は
あ
る
か
な
」

　　　
　

　
幸
か
不
幸
か
、
Ｖ
Ｆ
－
２
７
γ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
様
々
な
技
術
デ
ー

タ
が
圧
縮
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
民
間
か
ら
軍
事
、
仕
事
上
知
り
え
た
研
究
室
レ
ベ
ル
の
最
新
技
術
な
ど
色
々

あ
る
。

　
勿
論
、
半
世
紀
ほ
ど
昔
に
使
用
さ
れ
た
技
術
の
製
造
法
か
ら
運
用
方
法
も
。

　　
そ
う
、
『
地
球
大
気
浄
化
作
戦
』
に
使
用
さ
れ
た
各
種
化
学
反
応
剤
の
デ
ー

タ
を
。
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「
カ
ナ
ダ
の
半
分
を
汚
染
し
た
米
国
な
ら
、
ノ
ド
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し

い
技
術
だ
ろ
う
な
」

　　　
五
大
湖
周
辺
の
工
業
力
の
復
活
及
び
全
力
稼
動
。

　
生
存
不
可
能
圏
内
の
資
源
採
掘
再
開
。

　
長
期
的
な
汚
染
の
解
消
。

　
そ
の
上
、
焦
土
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
国
に
は
極
め
て
強
力

な
外
交
手
段
に
も
な
る
。

　　　　
「
も
っ
と
も
、
手
札
を
早
々
に
明
か
す
気
は
な
い
け
ど
な
」

　　　　
そ
れ
に
正
体
不
明
の
人
間
が
持
ち
込
ん
で
き
た
、
海
の
物
と
も
山
の
物
と
つ

か
な
い
怪
し
い
化
学
薬
品
を
即
座
に
散
布
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
暫
く
は
細
々
と
活
動
し
つ
つ
、
社
会
的
信
用
も
し
く
は
技
術
的
信
頼
を
得
る

必
要
が
あ
る
な
。
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「
あ
れ
が
、
フ
ロ
リ
ダ
半
島
か
な
？
　
レ
ー
ダ
ー
反
応
、
付
近
に
艦
船
航
空

機
の
機
影
無
し
　
闇
夜
に
紛
れ
る
の
が
得
策
だ
な
」
　

　　　
目
視
圏
に
ア
メ
リ
カ
本
土
が
映
っ
た
。

　
日
が
傾
き
夕
焼
け
空
に
成
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら

上
陸
す
る
事
に
な
る
。

　
だ
が
、
そ
の
前
に
海
底
で
す
る
事
が
・
・
・
。

　　　
「
有
っ
た
有
っ
た
。
　
政
府
専
用
秘
匿
回
線
用
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
」

　
軌
道
上
で
の
情
報
収
集
の
結
果
、
本
土
近
く
の
海
底
に
埋
設
し
て
あ
る
事
が

判
明
し
た
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
用
が
あ
っ
た
。

　
基
本
的
な
事
だ
が
、
異
邦
人
た
る
自
分
に
は
戸
籍
が
無
い
。

　
ア
メ
リ
カ
で
活
動
す
る
以
上
は
、
確
実
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

　　
「
政
府
筋
か
ら
、
情
報
機
関
筋
に
・
・
・
・
結
構
一
杯
有
る
な
。
　
居
な
い

筈
の
人
間
を
一
人
存
在
さ
せ
る
に
は
」

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
今
ま
で
の
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
じ
こ
み
の
腕
ま
い
を
存
分

に
振
る
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
人
の
人
間
が
情
報
上
に
違
和
感
無
く
誕
生
し
た
。
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“
ブ
ル
ー
ス
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
”

　
こ
れ
が
新
し
い
オ
レ
の
名
前
と
成
る
。

　
こ
れ
で
、
最
低
限
の
準
備
は
完
了
。
　

　
後
は
、
粛
々
と
行
動
し
て
行
く
と
し
よ
う
。

　
「
あ
～
あ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
こ
れ
か
ら
暫
く
事
故
が
続

く
な
」
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第
三
話
　
何
事
も
土
台
が
重
要
（
後
書
き
）

　
多
分
、
奇
麗
事
だ
け
で
人
一
人
の
存
在
を
作
る
こ
と
出
来
ま
せ
ん
よ
ね
・
・
・

？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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